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1.開催経緯・趣旨

産学協議会「現在、就職活動を行っている学生の皆さんへ」（5月29日）

学生が抱いている不安を払拭する観点から企業・大学・協議会それぞれの
取り組みを表明

• [企業] 弾力的な採用選考活動の実施と情報開示
• [大学] 入学・卒業時期の複線化
• [産学協議会] ｢産学共同ジョブ・フェア｣開催

企業説明会・採用選考会に参加する追加的な機会を提供

「新型コロナウイルス感染症に伴う2021年度入社対象者の採用選考への対応について」
（採用と大学教育の未来に関する産学協議会、3月31日）

例年と異なる時期、方法で実施される採用選考活動に、産学が連携して、特段の配慮を行う
ことを表明

産学協議会第1回幹事会（5月21日）

大学側から、産学協議会として現在採用選考活動に臨んでいる学生の不安
を払拭するメッセージを発出してほしいとの要請
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2.開催概要

日 時 ８月１日(土)･２日(日) 13時～17時

（感染防止のためのキャンパス閉鎖の影響で、この時期も授業が行われている
状況を鑑み休日開催）

形 式 オンライン形式（Zoom利用）

⇒各社の採用ニーズに合わせ➀ウェビナー、
②事前予約制少人数座談会、③予約不要
少人数座談会から任意選択（組み合わせ可）

主 催 採用と大学教育の未来に関する産学協議会

後 援 （一社）日本経済団体連合会

（一社）国立大学協会

日本私立大学団体連合会

（一社）公立大学協会

運営支援 （株）ディスコ

対 象 [企業]経団連会員､地方別経済団体会員の企業･団体
⇒協議会参加メンバーの地方別経済団体を通じ各地の企業に参加呼びかけ

[学生]全国の大学4年生・修士2年生、既卒生も受付
⇒大学団体等を通じて広く案内

自社でウェビナーを立ち上げ説明
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3.参加状況

企業・団体 63社

経団連会員企業・団体 53社
日立製作所、大成建設、日本製鉄、三菱電機、
東日本旅客鉄道、第一生命保険、コマツ、

野村證券、住友化学、三菱商事、日本電気、

積水化学工業、大和証券、パナソニック 他

〃 会員企業のグループ会社 3社

地方別経済団体･経営者協会所属会社 7社

学生 2,496名

 首都圏（1都3県）外の在住者が
4割超
オンライン形式により学生の参加負担
軽減

 理系学生の参加は約2割

 1日目の模様が報道されたこと
で登録増
(NHK､テレビ朝日､TBS､日本経済新聞等)

北海道・東北

5％
中部

9％
近畿

15％
中国

3％
九州・沖縄

7％
四国

1％

首都圏 57％

他関東 3％

地域別

＜参加学生情報＞

国公私立別…国立21％、公立6％、私立72％、海外大学・その他1％

国内大学 87%

国内大学院 12%

海外大学 1% その他 1%

教育機関別

文系 80%

文理融合

2%

理系 18%
不明 0%

文理別
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4.ジョブ・フェアの流れ

企業紹介ページから説明会に参加

多様な企業が集まる合同説明会形式

 学生は専用サイトから登録
企業紹介ページを基に関心のある企業を探す

事前

＜ウェビナー＞
 企業からの説明

事業内容や求める人材像等について

 学生はQ&Aチャット機能を通じて質問
働き方やキャリア形成等について

＜少人数座談会＞
 少人数の学生と個別に懇談

⇒ 企業は参加学生に対しエントリー情報
（連絡先）の提供を呼びかけ

当日

 企業によるフォローアップ
エントリー情報を基に詳細な説明会の案内やエン
トリーシート提出を促すアプローチを実施

フェア
後

学生のエントリー情報登録
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5.参加企業・団体からのアンケート結果(1)

参加理由[図表1]

 最も多い回答は「産学協議会が主催するイベントとして関心を持っ
た」こと、次いで「幅広く学生に自社のことを知ってもらいたい」、
「遅れて就職活動を始めた学生へのアプローチに活用したい」が続く。

学生に対する印象

 座談会に「次のステップに参加してほしいという印象を持った学生が
いた」と回答した企業は半数程度。[図表2]

 多くの学生と接触できたことについて満足する声が寄せられた一方で、
質疑応答からうかがえる学生の積極性に不満を表す声もあった。

37社

24社

24社

19社

14社

10社

9社

9社

7社

6社

4社

0 10 20 30 40

産学協議会が主催するイベントとして関心を持った

幅広く学生に自社のことを知ってもらいたい

遅れて就職活動を始めた学生へのアプローチに活用したい

オンライン形式により企業側の準備が容易

これまでコロナ禍のために充分な採用機会を提供できていなかった

地方圏学生へのアプローチに活用したい

都市圏学生へのアプローチに活用したい

参加コストが安い

開催時期が自社の採用スケジュールと合致

合同説明会形式により学生の集客が容易

その他

[図表1] ジョブ・フェアへの参加理由（複数回答）

（回答数：55社）

いた

25社（49％）

いなかった

12社（23％）

わからない
14社（28％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

[図表2] 次のステップに参加してほしい

と思った学生の有無

（事前予約制＋予約不要座談会）

（回答数：のべ51社）
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5.参加企業・団体からのアンケート結果(2)

採用活動の状況と今後のアプローチ

 通年採用等を含め､採用活動を継続しているのは回答企業の9割超。[図表3]

 約9割の企業が｢自社採用ページへの誘導・登録案内｣｢選考を伴う面談等
への案内｣等､参加学生に対し採用につながるアプローチを実施。[図表4]

産学共同ジョブ・フェア開催の意義

 学生に夏以降の企業の採用選考活動へ参加する追加的機会を提供
 企業・学生双方にメリットとなるオンライン形式の説明会の実施

企業：会合準備や会合費用等､開催負担の軽減 学生：移動時間や交通費等､参加負担の軽減
両者：地方の学生等、従来は接点を作りにくかった学生・企業との接触の機会を提供

6.総括

以 上

引き続き採用活動実施中

（通年採用を除く）

31社
通年採用を行っている

9社

（採用活動はほぼ終了し

ているが）良い学生がい

たら採用したい

11社

21年度入社の採用活動は終了した

4社

採用意欲があるのは

51社（約93％）

[図表3] 今後の採用スケジュール

（回答数：55社）

40社

20社

14社

13社

4社

2社

8社

0 10 20 30 40 50

自社採用ページ（就活サイトを含む）への誘導・登録案内

選考を伴う面接等への案内

自社主催セミナー・面談等（選考を伴わない）への案内

エントリーシート提出勧誘

会社資料の送付

その他

特段のアクション予定なし

[図表4] 今後の「採用の機会」の提供予定（複数回答）

何らかの機会を提供する

予定の企業は47社（85％）

（回答数：55社）


